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留萌管内農村女性ネットワーク“オロロン” 

活動背景・目的 代表者：松沢 米子 

連絡先：留萌農業改良普及センター 

〒078-4131  

苫前郡羽幌町南６条２丁目１６-４ 

TEL:0164-62-1779 FAX：0164-62-2474 

活動地区：留萌管内 

活動内容 

農業女性グループ同士の交流で女性農業者

の視野を広げ、研鑽を積みレベルアップにつ

なげる 

留萌管内は、南北に細長く広がる独特の地形のた

め、それぞれの地域で特色ある農業が行われてい

る。しかしながら、女性グループによる活動もそ

れぞれの市町村又は集落を中心に行われていまし

た。留萌管内の女性グループ同士の交流を進める

ことにより女性農業者の視野を広げ、研鑽を積む

ことでレベルアップしていくことが地域の活性化

につながると考え平成 13年に設立しました。 

・交流会、研修会の開催 

・オロロン通信の発行 

・会員間の情報交換 

・消費者との交流 

【交流会、研修会の開催】 

隔年で開催する交流研修会では、講師を招いて講演を

行うなど、会員のスキルアップにつながる研修会をしてい

ます。 

【オロロン通信の発行】 
会員への情報発信として年１回発行しています。 

また、令和２年度で設立 20周年の節目を迎え、「20周年

記念誌 あゆみ」を発刊しました。 

【会員間との情報交換】 
調理交流や体験講習を交えるなど、工夫を凝らしなが

ら、情報交換をしています。 

【消費者との交流】 

羽幌町で開催しているファーマーズマーケット「農業まる

ごとふれあい広場」は、販売を通して消費者から意見を

聞くことの出来る貴重な場となっています。 

【構成員】 
留萌管内農村女性グループ及び女性農業者 

16グループ 1個人  … 106名加入    (H23.5現在） 

女性が一生懸命に働き学ぶことで

地域農業の活性化を目指す 

○展望 
・女性農業者が積極的に他地域と交流することで、情報交換や世代を超えた仲間づくり、知識を高め視野を広げる環境

が必要であり、積極的に声をかけてネットワークのメンバーへと勧誘していきたい。 

 
 

 

今後の展望・課題など 

地域づくり団体カード 

 

活動分類 
■教育・子育て 

■食・産業・観光 

▲オロロン通信 ▲交流研修会 


